
。

悶 く



第4園田町合同議員協議会

国
鉄
瀬
棚
附
酬
が
分
削
民
ω
品
化
に
合

わ
せ
て
米
辞
廃
止
と
決
ま

っ
た
が

巡
輸
円
川
か
ら
陥
館
パ
ス
代
M
H
愉
送
町

立
向
が
拠
出
さ
れ
て
お
り
‘
こ
れ
を

受
け
て
凹
町
そ
れ
ぞ
れ
が
滋
円
以
協
議

会
を
附
き
、
代
目
官
パ
ス
問
組
に
つ
い

て
な
見
開
路
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

• 
8
月
お
日
今
金
町
民
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て
凶
町
の
合
同
時
以
協
議
会
を

開
仙
、
沿
線
山
町
長
が
な
見
を
持
ち

よ
り
な
兄
制
踏
を
図
ろ
う
と
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
会
械
で
は
、
函
館
パ

ス
以
外
/
民
間
企
業
を
含
め
た
会
社

で
は
ど
う
介
。
の
か
/
と
の
意
見
が
だ

さ
れ
.
訓
挫
が
つ
か
ず
結
論
づ
け
は

町合同議員協議会4 日13 月9 

管
内
老
人
安
通
安
全
指
導
講
習
会

タ
こ
の
諮
問
会
は
楠
山
支
庁
が
主
催

し
て
、

9
月
刊
日
町
民
セ
ン
タ
に

お
い
て
開
催
、
管
内
の
一
両
船
者
等
が

初
人
余
り
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し

9月10日管内老人交通安全指導者講習会

た
諸
活
は
「
交
通
事
故
の
現
況
と
老

人
に
対
す
る
安
全
指
導
」
北
輸
山
警

察
羽
交
通
係
長
大
町
邦
明
氏
更

に
「
老
人
的
歩
行
中
の
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
」
柿
山
支
庁
地
区
交
通
安
全

抑
進
協
誠
会
推
進
円
以

三
浦
三
明
氏

に
よ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
「
て
ん
や

わ
ん
や
の
お
年
寄
り
交
通
安
全
」
の

映
画
上
映
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
コ
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
の
が
基
本
。
で
あ
る
見
や
す
い

服
装
、
道
徳
?
ナ
ー
が
必
要
だ
。
」な

ど
、
更
に
は
「
日
ヵ
年
間
北
海
道
は

全
国
一
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
そ
れ

か
ら
脱
却
で
き
そ
う
で
あ
る
。

9
月
9
日
現
在
の
北
海
道
は
、

5

番
目
で
あ
り
、
死
者

m
人
で
あ
る
。

こ
の
内
、
印
歳
以
上
が
臼
人
、
自
転

車
事
故
幻
人
で
あ
る
。

老
人
の
交
通
事
故
の
特
性
は
、
夕

暮
に
多
く
、
横
断
中
に
よ
る
も
の
が

剖
%
を
締
め
て
い
る
。
交
通
事
故
は

当
事
者
ば
か
り
で
な
く
家
族
を
も
不

幸
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

後
日
と
持
ち
越
さ
れ
た
。

一見
に
、
こ
の
会
械
を
9
月
刊
同
日
開

催
、
「
巡
輸
局
に
て
訓
査
研
究
し
た
が

民
間
パ
ス
転
換
は
認
め
ら
れ
な
い
.

m
宇
は
制
改
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り

の
会
社
に
パ
ス
転
換
を
す
る
。
」
と
の

な
向
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
、

こ
う
し
た
-
」
と
か
ら
事
業
主
体
は
、

「
函
館
パ
ス
」
に
と
代
替
輸
送
を
ま

か
せ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

理
事
者
が
今
後
進
め
る
に
あ
た
り
、

議
会
の
希
望
を
反
映
し
て
ほ
し
い
と

し
て
「
国
鉄
な
き
後
の
地
域
の
発
展
、

巡
鱗
行
政
的
審
議
の
い
と
ま
の
な

い

ま
、
に
進
め
ら
札
て
い
る
。
函
館
パ

ス
の
経
営
内
容
の
検
討
、
乗
客
サ
ー

ビ
ス
に
万
普
の
対
策
を
は
か
り
、
住

民
の
足
の
確
保
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

補
助
金
を
あ
て
に
し
な
い
経
岱
で
あ

る
よ
う
交
渉
さ
れ
る
よ
う
嬰
望
す
る
U

な
ど
の
要
望
意
見
が
だ
さ
れ
た
。

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
理

事
者
側
は
、
パ
ス
輸
送
計
画
作
成
作

業
グ
ル
ー
プ
が
細
目
に
繰
り
函
館
パ

ス
も
折
衝
、
特
定
地
方
交
通
線
対
策

協
減
会
に
臨
む
に
あ
た
り
、
内
部
的

な
時
め
と
し
て
、
そ
の
た
た
き
台
と

な
る
什
組
み
を
ま
と
め
る
の
に
各
川

町
議
円
以
代
表
2
名
を
加
え
て
輸
送
別

的
を
検
材
、
折
山
間
に
あ
た
る
こ
と
と

し、

日同
館
パ
ス
に
代
将
輸
送
を
や
む

な
く
決
定
し
た
。• • 

事
故
防
止
の
た
め
に
、
指
導
、
施

設
充
実
、
教
育
を
し
て
き
で

い
る
。

北
海
道
の
事
故
が
減
少
し
た
こ
と
は
、

そ
う
し
た
効
果
的
現
わ
れ
で
は
な
い

か
と
思
う
U

と
の
拐
し
が
あ
り
ま
し

、』

@

'
'h 

( 2) 

協
力
隊
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
中
近
束
、
中
南
米
、
南
太

平
洋
の
開
発
途
上
に
あ
る
国
々

に
対
し
て
、
経
済
、
社
会
の
発

展
信
た
め
に
技
術
、
技
能
を
身

に
つ
け
た
心
身
と
も
に
健
全
な

背
年
を
派
遣
し
、
各
固
め
国
づ

く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
協

力
隊
で
は
秋
の
隊
H
H
を
左
記
の

袈
引
で
募
集
し
ま
す
。

コじ湖
初
歳
以
上
白
哉

ま
で
の
m
H
年
男
女

日
月
初
日
消
印
有

効2
年
間

農
林
水
産
、
加
工
、

保
守
操
作
、
土
木

姥
築
、
保
建
衛
生
、

教
育
文
化
、
ス
ポ

l
y
 

資

格

願
書
締
切

派
遣
期
間

募
集
職
種

鮮
制
に
つ
い
て
の
川
合
わ
せ

は
背
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

宮

東

京
0
3
1
4
0
0
1

7
2
6
1
 

全
体
討
識
の
中
で
「
交
通
安
全
が

叫
ば
れ
て
い
る
が
道
路
整
備
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
特
に
冬
の
場
合
は
除

雪
が
完
全
で
な
く
、
歩
道
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
誠
に
危
険
で
あ
る
己

と
結
し
が
出
て

い
ま
し
た
。

企
画
調
整
課
住
民
運
動
係
か
の

一
日
行
政
相
談
の
開
設
に
つ
い
て

と

き

叩
月
幻
日

ω

町
民
セ
ン
タ
ー
午
後
l
時
1
3
時
ま
で

2
階
談
話
室

高
函
館
行
政
監
世
間
分
室
か
ら
相
級
品
が
米
町
し
ま
す
.
お
気
軽

に
ご
相
餓
く
だ
さ
い
。

E 

ろ
自
動
車
税
を
納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
/

自
動
車
税
を
納
入
し
て
い
な
い
方
は
‘
征
ち
に
納
め
て
く
だ

L
i

、.

i
b
 

波
ぬ
支
庁
税
務
部
徴
収
税

函
館
市
五
稜
郭
町
お
帯
8
号

0
1
3
8
i
⑪
l
9
1
1
1
(
内
線
3
5
5
)

屯
Z舌

( 3 ) 



ス
ポ
ツ
で
心
を
ひ
と
つ
に
と
の

町
民
体
育
然
が
、

8
月
剖
日
今
金
小

学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
開
催
、
町

内
、
部
落
の
お
チ

l
ム
が
大
集
合
し

て
熱
戦
、
健
脚
が
き
そ
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
の
部
は
学
年
別
徒
競
争
で
始

ま
り
、
今
年
初
め
て
取
り
入
れ
ら
れ

た
「
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
」
な
わ
飛

ぴ
種
目
、
飛
よ
回
数
を
競
う
も
の
で

• • 

こ
の
公
阻
は

中
学
跡
地
に
昨
年
、

今
年
と
2
ヵ
年
の
継
続
事
業
で
実
施

し
て
い
た
も
の
で
す
が
、

9
H
1
H

に
完
成
し
ま
し
た
。

面
積
は
1
、
1
5
0
肘
芝
生
の
中
に

遊
歩
道
が
あ
り
、
白
樺
ゃ
な
な
か
ま

ど
の
樹
木
が
立
北
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
あ
ず
ま
家
や
休
恐
怖
子
、
池
な

ど
が
設
世
さ
れ
て
い
る
ミ
ニ
公
開
で

す
が
、
静
か
で
散
歩
や
阻
い
の
場
と

し
て
利
川
で
き
る
所
で
す
。

E7-"4 ...J'I<" 〆下、〆v、、μ..，.~n、Ji":;;l~
T-=1-. ...守m‘.T7Jロ.--¥1 .， ， ノ"、i;.-'IIIJ・r-It.'.P'".']'司噌101-1，. .圃 lr~ "-'.-j'--園、、開冒、，、.I:.JLti..l・tニーFもよニニ2

す
が
、
こ
の
種
目
に
は
、
国
際
交
流

で
米
町
内
外
人
さ
ん
も
参
加
、

2
、
3

回
で
失
敗
す
る
チ

l
ム
な
ど
と
賑
や

か
な
も
の
で
し
た
。

お
昼
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て
、

空
手
や
剣
道
内
ス
ポ
ソ
少
年
団
に

よ
る
山
武
が
披
露
さ
れ
、
迫
力
あ
る

泌
武
に
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
よ
ろ
め
き
リ
レ

l
で

始
ま
円
、
今
年
初
め
て
の
「
パ
ン
ソ

リ
レ
ー
し
光
の
阜
の
学
闘
生
と
大
会

役
員
に
よ
る
二
人
三
脚
リ
レ
ー
が
あ

る
な
ど
、
陣
容
者
と
の
交
流
を
深
め

あ
う
主
ど
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

午
後
の
部
は
、
足
並
み
そ
ろ
わ
ず

転
倒
す
る
「
一二
人
三
脚
」
自
分
の
な

士
山
と
わ
反
対
方
向
に
転
が
る
「
タ
イ

ヤ
ま
わ
し
リ
レ
ー
し
カ
ン
ト
袋
に
入

り
駆
け
る
種
目
、
ま
、
な
ら
ず
転
倒

す
る
選
出
続
出
の
「
浅
野
内
匠
守
リ

レ
ー
し
な
ど
同
種
目
に
応
援
団
の
戸

援
と
観
戸
に
附
ら
れ
て
の
競
技
展
開
、

• • 
交通安全街頭啓発|

「
み
ん
な
で
進
め
る
交
↑辿
安
全
」

全
国
師
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
来
町
に
合

わ
せ
て
、

8
月
初
日
今
金
保
育
所
、

小
百
合
保
育
園
町
悶
児
等
剖
人
余
が

役
場
前
国
道

m号
線
に
お
い
て
}
ラ

イ
パ
に
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
な
が

ら
「
安
全
運
転
お
願
い
し
ま
す
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

可
愛
い
悶
児
の
呼
び
か
け
に
ド
ラ

イ
バ
ー
も
笑
顔
で
受
け
と
め
て
い
ま

し
た交
通
事
故
死
ゼ
ロ
も
5
月
2
日
で

瑚
日
達
成
、

8
月
末
日
で
刷

日
が
達

成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

町
民
皆
さ
ん
の
注
意
と
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
交
通
安
全
に
対
す
る

な
織
の
市
紛
の
現
れ
の
結
果
で
あ
る

と
忠
わ
れ
ま
す
。

更
に
、
こ
の
記
録

の
延
長
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

汗
も
楽
し
い

一
日
で
あ
っ
た
よ
う
で

す。
成
山
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ー
位
末
広
町

2
位
八
束

3
位
郡

川

4
位
金
原

5
位

大

和

南

6

位
盟
凹

7
位
本
町
旭
町

8
位
栄

町

9
位
紳
丘

同

位
火
、
明

日
位

大
和
北
ロ
位
曙
町
内
川
位
御
影

H
位
中
星

日
位
英
利
河
同
位
南

町

げ
位

緑

町

四

位
南
栄

町

四

位
向
英
町
却
位
八
幡
町

幻

位
農

村
幻
位
日
の
出
町

お
位
花
石

剖
位
住
吉

お

位
京
町

ラ
ソ
キ
セ
ブ
ン
武
本
町
旭
町

日

位

貨

御

影
、
敢
闘
賞
住
吉
、

東

町

特

別

応

援

悦

英

利

河

応

援
白

雨

栄

町

民

村

末
広
町

( 4 ) 

赤い羽根共同募金

1日月1日-12月31日

わかちあう幸せ

実通事故死ゼロ620日達成

-
募
集
人
員
本
科
約
初
名

-
修
業
年
限

3
F
H
 

J

4
H
 

-
入
学
資
格
昭
和
刊
年
4
月
2

丈こ月日
者
0 日 !出

中 に有l
学生 47
卒ま年
業れ 4

以
上
の
者

-
試

験

日
位
年
2
月
日
日

・

試

験

地

当
の卒
資業
格時
が 、典

j号高 〆j、
ら等縛
れ学市
る校
ほ 4乞
か業
、If.l

札
幌
市

• 特2
年
以
上
の
海
上
実
歴
を
絞
て
、

海
技
従
事
者
国
家
試
験
の

〈
四

級
海
技
士
v

受
験
の
と
き
筆
記

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

小
樽
海
員
学
校

教
務
課

0
1
3
4
1
⑪
2
1
2

2

へ 詳
し
く
は
、

( 5 ) 



こkにとまどいを感じるのは、

えます。

.奉仕は好きなヤツがやればいい

しつけの項目の中でも最も 一般的なのは「他

人に迷惑をかけるなJという教えです.子供は小

さいうちか ら、こ の言葉を何回となく IUIかきれ
て'fJちます.半面、 r，、つも他人を a巴いやれJ

という 言葉は、 「迷惑をかけるな J Ii 1:'には‘

子供は耳にしません。

むしろ 当タ;t;とい

「関係ないだろう J l:彼らは口「せのように

よく 言います。 このひt言は、他人に迷惑をか
りないな b何をしたっていい、l:，づ 気持ちを

説徴 Lているように思えます。他人に対する思

いやりの心はこの次となり、 「事仕は、それが

好きなヤツがやればよいJ rオレには性格的に

前n、ていない」など しその時々のフィーリン
ク'のレベル、あるいは性格的に合っているかど

うかで判断色れるこ とが多い ようです。

中半生に何か物'1>を頼むと 「何〈れる?J rお
みやげは ?J しどの子も必ずとい って，' ，、ほ

ど見返りを'1<めます。

小さいころカ司、、親の手伝レをすると何ヵ・ご

ほうびがもらえる。夏休みに町の清掃やラジオ

体操に参加すると、鉛筆がもらえる一一物の22
かな時代に育った子供たちです.親は良かれと

思って *報償砂を与え、子供もご〈自然にそれ

を受け入れてきま Ltco Lか L，中学生ともな
ると、鉛筆1本では ‘不服' を訴えるようにな

ります。 まLてや、何の見返りのない行為など、

それこそ可子きな人間がやればl't.." というニ

とでしょうか。

現代ヤングの思いやり、奉仕のあり方につい

て、改めて考える時期にきているように忠われ

ます。

家峰ケ スワーク研究所所長

東京侃世間谷区教育委II金生活指樽相続II岩佐穂夫

u思いやり"はカッコワルイか
中学生 という年船は、物41.を純粋にとらえる
傾向が強〈、 一般的に言って、 生のうちでも

最も強〈正義感を胸1:1:1にたぎらせる時期です。

しかし、 こうLtc純な心、正義感がそのまま世
の中に受け入れられるかというと、 必ず Lもそ

うではないようです。

・打ち砕カ、れた正義感

二人兄弟の長男て、父親の教育方針のもとiE
義感が強しいつ も「長いモ ノに巻ヵ・れるとい

う安易な宝1宇干ち J を戒められて育ったある 中学

生は‘電車の中で次のような後昧のわるい体験

をしました。

車中でタパコを吸っている三人の高校生に対

して、日iりの大人が何も言わなレし、持ち直IIIの

正義感から、ひとこと注意を促しました。結*=

は、 三人にな「られ、中学生もそれに対抗

その挙旬、半ば111中の暴力事件として補噂され

ました.

f止にしてみれば、皆が迷惑 Lているカ，"注語、

しただけなのに 、学校にも届け bれ、ケン

カとして処理されました。 r三人対 人ではか

ないっニないのアJから、 4主意などすることはな

いJ なEという大人のホンオ、も耳に入ってき t

Lた.
この一件以来、彼は、他人が困っていようと

自分に関係のないことにはタッチ Lないという

一線世、心の中に号1，'てしまったtいうのです。
中学生同士の聞で、正義感や思いやりの心を

ストレートに出すし 「ダサイノ」という反応

が返って〈るのが常です。

「ええカ ツコするなよ IJ と冷やかされたり、

「あんたはエライ， J などとマンガ口調てから

かわれたりします。これでは、内心、正義感に

燃えていようとも、ス トレートな形で表現する

• • 
し
て
い
る
自
動
車
を
こ
ぐ
続

n.
走

る
凶
児
の
数
と
阜
の
台
数
が
合
わ
ず

悶
川
ん
が
あ
ぶ
れ
る
ハ

プ

ニ
ン
グ
が
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

一
つ

の
楽
し

い
こ
と
の
よ
う
で
し
た
。

削
輔
が
参
加
す
る
種
目
「
陣
容
物
競

争
、
あ
な
た
と
私
は
ピ

ッ
タ
ン
コ
、

川
千
と
り
」
で
は、

子
供
そ
っ
ち
の

け
の
只
剣
よ
り
で
し
た。

以
後
に
は
「観
了
ダ

ン
ス
L

で
梨
し
く
棋
を
附
じ
て
い
ま

し
た
。

可
愛
い
大
巡
助
会
が
9
月
7
日
聞

の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
.

小
さ
な
体
娘
で
開
始
、
何
種
目
に

お
よ
ぶ
も
の
で、

い
ず
れ
の
稜
目
も

可
愛
い

ら
し
く
親
や
お
爺
ち
ゃ
ん
お

婆
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
が
た
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
「上
手
に
う
ん
て
ん
」
の
都
目

は
、
い

つ
も
遊
ぴ
道
只
と
し
て
利
用

わだしだちガ安lωして生活していく定めlこは、
治安の維侍や洪水の防ヰなどの公共サービスや

公共施設は欠かすごとガできません。これらは、

わだしだち鯛人や民間の団体の活動だけでまか

なうことはできないものです。このた比国では、

平工会保障の充実、住宅や道路の整備、教育や科

学の振興など幅広い活動を行っています。

ム一品

わたしたちが納めた税は

どう使われているのか?

園|運|動~ 
同保.6. Eコ百、、J
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公立学校の生徒

l人当たりの

教育費負担額
(昭和58年度)

(;主) 園と地方公
共団体との負

担額の合計額

です.

• • (約1.8万円)

昭和田年度 9人

年金受給者

l人を加入者
9人で支えて
います.

公償残高(61年度末見込み)

61年度判払If

143兆円

( 6) 

-
書
留
と
し
な
い
小
包
郵
便
物

も
損
害
謄
償
を
し
ま
す

書
籍
小
包
を
除
く
書
留
と
し

な
い
小
包
郵
便
物
の
全
部
、
又

は

一
部
を
亡
失
し
た
り
、
き
損

し
た
と
き
は

4
千
円
を
限
度
と

し
て
実
損
額
を
賠
償
し
ま
す
.

摂
需
給
小
包
郵
便
物
以
外
的
小

包
郵
便
物
は
筒
易
担
留
の
取
扱

い
は
行
い
ま
せ
ん
。
(
配
迷
さ
れ

た
ら
返
事
が
く
る
使
利
な
{知
名

ラ
ベ

ル
を
ご
利
附
く
だ
さ
い
。)

-
市
内
特
別
郵
便
物
も
転
送
で

き
ま
す
。

市
内
特
別
郵
便
物
に
つ
い
て

も
他
の
郵
便
物
と
同
様
、
転
送

の
取
扱
い
を
し
ま
す
。
な
お、

「
転
送
不
要
」

の
州場
合
は
、
朱

代
J

し
て
く
だ
さ
い
。

今
金
郵
便
局
が
ら

1，005，000円

(7) 

1，228，000円

袋+霊=

塁，+0=

昭和65年度 6人

加入者6人で
支えることに
なり

昭和8S年度 3人

加入者3人で
支えることに
なります.

l日当たり291憧円
O 

これは得準的な小

学綬118クラス)約40
授の建誼費に個当し
ます.

園民 1人当たり 118万円
4人章旗で470万円



第
一
回
管
内
高
齢
者
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
大
会/ 

楠
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
辿
合
会
、

今
金
町
ふ
れ
あ
い
広
場
実
行
委
日以
会

が
主
似
し
て
節
l
回
の
こ
の
大
会
が

9
月
5
日
他
民
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
、
剖
チ
l
ム
、
別
人
町
選
手
が

参
加
し
ま
し
た
。

小
間
ぱ
ら
つ
く
恕
天
候
の
中
で
試

合
が
展
開
、
年
献
を
感
じ
な
い
hU
A
n

の
入

っ
た
プ
レ

よ

り

で
し
た
。

全
神
経
を
ポ

l
ル
集
中
、
真
剣
そ

の
も
の
で
し
た
。

成
制
は
、
伐
念
立
こ
と
に
今
金
町

チ
I
ム
は
郁
々
決
勝
で
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
山
恥
し
い

l

H
で
は
あ

っ

た
の

で
は
主
い

で
し
ょ
う
か
。

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

今
年
刊
川
l

H
か
ら
辺
市
イ
勝
の

2
地
域
で
い
よ
い
よ
救
急
医
協
術
部

シ
ス
テ
ム
が
迎
用
を
開
始
し
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
病
院
、
診
療

所
、
消
防
折
、
情
報
案
内
セ
ン

タ
ー

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
結
び
、
医
師

の
在
・
不
在
、
病
床
の
空
き
状
況
、

手
術
的
可
否
‘
病
限
の
政
備
状
況
、

ワ
ク
チ
ン
、
血
液
の
保
布
状
況
な
ど

拙
新
情
報
を
入
h
M
し
て
お
き
‘
救
急

忠
悦
引
が
先
付
し
た
と
き
、
住
民
へ
の

約
制
槌
供
勾
を
込
山
地
か

つ
正
怖
に
行

主
い、

け州通
医
僚
機
聞
を
利
介
す
る

な
ど
、
今
ま
で
の
放
急
医
山
町
体
制
を

よ
り

一
府
内
的
に
し
、
側
而
か
ら
支

般
す
る
も
の
で
す
。

注
し
い
内
存
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
急
病
人
が
発
生
し
た
場
合
は
、

ー、

容
体
を
み
て
、
ま
ず
か
か
り

つ

け
の
お
医
者
き
ん
へ

2
、
休
日
や
夜
川
町
診
療
は
、
休
H

夜
間
当
番
医
旅
機
闘
、
夜
間

2
病
セ

ン
タ
ー
へ

3
、
か
か
り

つ
け
の
お
ほ
告
さ
ん
が

い
な
い
と
き
や
議
脱
し
て
く
れ
る

医
協
機
関
が
わ
か
ら
主
い
と
き
は
.

放
急
医
協
的
制
説
内
セ
ン
タ
ー

へ

。
緊
急
の
搬
送
を
挺
す
る
辺
病
人
が

発
生
し
た
場
合
は
川
防
粁
川
舟
へ
、

O
放
急
医
療
約
制
案
内
セ
ン
タ
ー
に

氾
話
を
す
る
場
A
H

1
、
各
地
域
の
救
急
医
探
約
制
袋
内

屯
認
番
号
に
よ
り
川
い
合
せ
て
く
だ

さ
い
。
剖
時
間
体
制
で
案
内

い
た
し

ま
す
。

2
、
問
い
合
せ
る
と
き
は
、

忠
者
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
屯
話

番
号
、
病
状
(
受
診
を
希
望
す
る
診

療
科
目
等
}
を
知
ら
せ
て
下
さ

い
。

3
.

情
報
案
内
セ
ン
タ
ー
は
診
療
可

能
で
附
会
お
の
住
所
に
近
い
医
山
問
機

闘
の
名
称
、
所
主
地
、
泣
日品川
格
り
、

診
療
科
片
町
中
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4
.

利
川
名
に
対
す
る
お
闘
い

①
案
内
さ
れ
た
医
療
機
閃
へ
行
か

れ
る
場
介
は
、
事
一川
に
そ
の
医
療
機

関
に
屯
話
を
か
け
必
ず
受
入
の
確
認

を
似
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②
救
急
医
療
情
報
案
内
セ
ン
タ
ー

で
は
、
医
療
相
談
へ
の
お
答
え
は
で

き
ま
せ
ん
。
低
出
町
陥
慨
闘
の
案
内
業
務

だ
け
を
行
い
ま
す
。

③
故
急
医
療
M
M
報
案
内
セ
ン
タ
ー

は
緊
急
に
珍
僚
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
川
の
み
利
川
す
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

5
、
政
急
医
山
町
間
報
山
晶
内
屯
間
帯
号

み
な
さ
ん
の
ご
利
川
す
る
屯
間
帯

り
は
、

0
1
3
7
6
l
4
1
2
2
9

9
で
す
。

保
金
今
金
保
健
所
か
ら

• • 
小包郵便物の料金受取人払いがて。きます l

悲しn'.し方法は、郵便物表而の左上部に、械に
長 b、物にあっては右上部に「料金者払J と紀縦し

てくだ?さし」

受取人が料金を納付することを承諾している場

令に限ります。この取扱いをする小包郵便物は抑

制、述述以外的判妹1似品いとすることはできませ

今金郵便局から

( 8 ) 

中
年
は

• 

ん。

働
き
盛
り
の
四
十
歳
代
|

|
家
庭
や
仕
事
の
申

ωに
怠
っ
て
働
く
人
た
ち
。
や
や
も
す
る
と

健
康
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
働
き
盛
り
だ
か
ら
こ
そ
健
康

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
芯
い
年
代
で
も
あ
る
の
で
す
。

十
月
十
日
か
ら
十
六
日
ぎ
で
は
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
L

で
す
。

中
年
と
呼
ば
れ
始
め

る
四
十
歳
代

l
lこ
の
人
定
ち
の
体
と
由
巳
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
ガ
現
れ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
@
ま
た
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
巳
ど
の
よ
う
芯
点
に
注
意
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

男
性
の
場
合
は

H

E

債
と
成
人
病
H

巳
、
女
性
は
H

更
年
期
瞳
障
害
'
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て

み
ま
し
だ
。

「

J
i
-
-
'
J
J
J
J
j
i
j
3
t
i
t
i
-
j
j
j
J
J
i
j
i
j
j
i
l
p
h
i
l
i
-
-
j
i
t
r
i
l
-
-
'
j
j
j
J
j
j
J
J
j
i
J
)
)
)
)
)
)
)
j
j
i
j
j
j
i
f
-
-ベ

一

男
の
厄
年
は
三
卜
五
歳
、
四
十
の
あ
る
四
卜
歳
代
か
ら
で
す
。

年
代
で
同
時
に
ス
ト
レ
ス
が
生
そ
れ
を
見
過
ご
し
て
し
ま
う
と
、
運
動
量
を
増
や
す
た
め
仁
は

d

~
二
歳
、
六

1
一
歳
と
一一
回

あ

り

ま

具

体

制

に

い

い

ま

す

と

、

昔

な

ま

れ

や

す

い
涼
境
に
あ
る
と
レ

え

あ

と

で

大

病

に

な

り

や

す

く

な

る

ま

ず

歩

〈

こ
と
で
す
。
汗
ば
む
〈

)

す
。
昔
か
ら
の
ff
n

u
伝
え
て
、
厄
ら
ぱ
脳
溢
血
に
な
り
や
す
い
と
か
ま
す
。

の
で
す
。

b
レ
の
速
足
で

一
日
四
キ
ロ
「
ら

(

年
に
は
災
い
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
動
脈
硬
化
が
始
ま
る
と
い

っ
た

む

仕

事

の

向

で

い

え

ば

、

中

心

に

恩

着

も

い

歩
く
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

一

い
ま
す
だ
健
康
嗣
に

つ
い
て
は
の
が
い
ド
流
で
し
た
が
、
地
返
は
肝
な

っ
て
働
く
こ
と
が
多
く
-
m
H
任

w
厄
年
の
殖
と
し
穴
H

四
十
舗
に
な
っ
た
ら

一

科
学
的
な
似
拠
が
な
い
わ
け
で
は
機
能
が

ω〈
な
る
と
か
心
臓
病
に
が
屯
〈
な
る
と
川
叫
に
仕
事
が
而

，厄
年
の
務
と
し
穴
u

は
‘
成
人

H

厄
年
績
睡
W
M

を

一

あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
凶
ト
二
歳

の

な

り

や

す

い

と

L

っ
た
も
の
で
す
・

れ
い

の
で
多
少
の
組
内
も
い
と
わ
市
と
関
係
の
深
レ
肥
満
に
も
あ
り
ス
ト
レ
ス
‘

体
力
の
衰
え
、
肥

(

厄
年
と
も
な
る
と
、
体

h
が

京

え

問

ト

歳

代

は

仰成
人
病
の
人
H
働

な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
よ
ま
す
。
四
十
歳
代
に
な
る
と
巡
助
湘
な

E
、
四
十
代
は
い
ろ
い
ろ
な

JY
ね

エ

ド

ど

与

p

a

S

M

山口
U
M
k
hベ
ハ

リ

ー

に

か

か

り

始

め

る

年

代

一

円

秒

。

z
?
e
E凡
h
3
q
作
z

z

t

u

Z

E

T

A
り

ま

す

。

こ

れ

ら

の

g
E
4
L

(

4

・・EEE
-
F

士
事
の
関
係
で
つ
き
合
い
が
噌
λ
、

て

い

く

か

|

|
ふ
だ
ん
か
ら
の
へ

一

aa副
司

'
ー

筑

波

大

学

医

学

、

J

、

i
1

t

I
喜

男

つ
い
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
と
い
っ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
(
検
診
)
が
大
切
に

(
社
会
医
宇
系
)教
授

(

始

め

て

い

る

に

ち

か

か

わ

ら

ず

、

た

よ

う

な

こ

と

で

す

。

な

っ

て

き

ま

す

。

特

仁

、

四

十

歳

一

梢
神
的
に
は
ま
だ
ま
だ
若
レ
つ
も
と
い
わ
れ
て
い
る
の
も
、
生
理
干
フ
て
す
。
そ
の
際
に
注
意
し
な
け
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
急
に
ジ
ヨ
代
(
厄
年
)
を
節
目
に
年
一
回
〈
ら

(

り
て
い
る
|

|
こ
の
ギ
ャ
ァ
プ
に
的
兄
地
カ
ら
の
も
の
で
、
こ
の
，厄
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
肉
体
は
ニ

ギ
ン
グ
を
始
め
る
の
は
ち
ょ
っ
と
い
の
割
合
て
検
診
を
受
付
る
よ
う

)
気
付
か
ず
に
、
つ
い

二
十
代
、

三

年
年
代
仰
を
柏
市
に
過
ご
す
か

E

卜
代
や
三
十
代
の
と
き
の
よ
う
に
ま
っ
て
く
だ
さ
レ
。
二
十
代
、

三

に
し
て
く
だ
さ
い
、
。
今
ま
で
ず
っ

(

十
代
の
つ
も
り
で
恒
埋
を
す
る
こ
う
か
が
、
そ
の
後
の
長
い
人
生
に
無
壊
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
十
代
か
ら
体
を
鍛
え
て
い
た
人
な
と
健
康
だ
っ
た
か

b
と
い
F

フ
過
信

一

と
が
多
い
の
で

一
度
病
気
に
な
大
き
な
路
管
を
も
た
ら
し
ま
す
。

と
で
す
。
そ
こ
に
厄
年
の
併
と
し
ら
レ
さ
知
ら
ず
肢
が
出
は
じ
め
は
由
民
物
で
す
。
自
に
は
見
え
な
い

(

る
と
大
病
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

気
持
ち
は
二
、
三
+
寓
代

穴
が
あ
る
の
で
す
。

一
時

的

に

無

た

か

ら

と

い

っ
て
急
に
走
り
出
す
体
力
の
哀
ぇ
、
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積

)

生
町
一学
的
に
み
て
も
、

三
↓
必

で
も
肉
体
に
は
蜜
-Z
が

珂

が
き
い
て
も
、
あ
と
で
体
に
変
の
は
辺
効
栄
で
す
。

へ

た

を

す

る

を

侮
り
、
後
で
大
病
を
す
る
の
も
、

(

代
で
は
兄
ら
れ
な
か

っ
た

所

見

が

問

ト
峨
代
と
い
V

う
の
は
社
会
測
を
き
た
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が
と
心
臓
な
ど
に
負
担
が
か
か
り
す
厄
年
世
甘
〈
み
る
こ
と
に
よ
っ
て

)

検
査
で

2
仁
川
官
れ
る
の
が
、
厄
午
的
に
レ
ろ
レ
ろ
武
任
の
で

て

〈

る

残

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぎ
て
命
を
落
と
し
か
ね
ま
せ
ん
。

起
こ
る
ニ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

• 
mw
歳
か
ら
の
健
康
週
間

刊
月
刊
日
j
何
回

H

心
と
体
の
曲
が
り
角
H

圏
圏

四
十
鷹
か
ら
の
健
康
週
間

( 9 ) 



⑬ 月号検診を受けて明るい家庭づくり

仁二 みんなの健 二:
項 目 出ていただく方 実施する日 時 問 対象地区 実施会場 備 考

I昆
3 程後 1 期 2 匝l 日 1日体)

受付時間 市樹地幼児 II1T民センター 3-8週間隔で3@1按極
生 24-48ヶ月児 12:50-13:00 

① 2日附
H 

下地区幼児 国保病院
" " 13:20-13:30 " 

3日働 " 土地区幼児 種川小学校" " 12:50-13ω " 
② 手儀L礼児金相講座談) 生後6・9ヶ月児 2日(村 " 全地区 川氏センタ 保健指導

12:30-13∞ 

一般相談 全 住 民 6日開) 10:00-15∞ H 老人相祉センター 健康相談・保健指導

" " 13日明) " 
H II1T民センター " 

③ 

" " 20日(月) " 
H 老人福祉セノタ " 

" " 27日開) " 
H II1J民センター " 

④ ~tt 小学 6 年生 8日体) 13:閃~ 今金小学校 今金小学校
第 l却l第 2!明完「した者で l
回接種

ポリオ
生後3ヶJ'I以上

14日ω 受 HI時間 下地区幼児 国保病院 6週間以上の間隔で
24ヶ月Y4 13:30-13:40 

⑤ 15日レ'tl " 市街地幼児 町民センター 2回核種" " 12:40-13:00 

17日幽 " 土地区幼児 老人福祉センター" " 12:40-13:00 

⑥ 
妊婦相談

妊 綿一 σ〉 方 14日ω " 全地区 10]民センター 検尿・llil席検査・子診・体重測定(母親学級) 12:45-14:00 診療・保健栄養指導・也事件旨導

⑦ 無巡医回地診療区 日進地区住民 16日(村 " E進地区 日 進寿の家 診療科目 外科
14:∞ー15:00

③ 育児講座 3 月 j¥し1 16日(村 " 全地区 町 民センター 保健指導ケ 9 :30-10:00 

⑨ 乳児健診 4、7、10、12ヶ月j'e， 16日(柑 " 町 民センター 保医健師診指察導、、 歯栄科養指指導導
12:30-13ω 

H 

13:00- 神丘小神丘保育所 和I
'
丘小学校

21日ω 14:30- 豊田小・畳間保育所 盟 国 小学校
14: 00- 金刷、抽保有岡 金原小学校
14:30- 八東小 λ夜来背所 八束小学校

今金保育園

3歳以上で保育所
22日体) 12:40- 小百合保有用 ~T 民センター

インフノレ 今金幼稚園

⑬ エンザ 幼稚園、小学校、中 13:00- 誼JIH、.種'"保育所 手玉)11 小 学校 毎年 1-4週間隔で 2回接種

学校の児童生徒 23日術
14:00- 中畳j、011'里保育所

中 里 小 、学学学校校校14:20- 化引、 1田保育所
花美幸石1)i'J 小，) 

14:40- 英科「刷、

29日附 13:00- 今金中学校 今金小学校

30日榊 13∞~ 今金小学校 今金小学校

⑪ 股脱健診 2ヶ月と25日以上の乳児 23日(柑 13:00-14:00 全地区 今金保健所 コ関節X線写真

5日(日)空き缶ゼロの目

空き缶を無くして円明るくきれいな町づくり」

にあなたも参加して下さい。

24日樹献 血

役場前 9: 00-14 : 00農協横14:15-15 : 00献血された血

液について生化学検査を実施しております。病気の早期発見

にお役立て下さい。

〕-1
 
〔

.1・

• • 

〔組合指定ごみ袋、ごみ処理券のコ

交付取扱所は次のとおりです

組合指定ごみ袋及びごみ処理券は、下記の取扱所

でr10月 1日」から交付、有料化となります。ごみ処

耳目手数料を現金で納めますと引替にお波しします。

住 所 取 扱 戸月 名

米e IUT 4- 金 日 石 (開

" ア F チ 屯 柚 同首

" r.f:1 Eゐ R百 府

南 坊主 阿j I有 I11 食 キ斗 』日 }古

" ア カ ン ア ス ト ア
H百柄1 開T カネシンーチェンス トア

" 
『ノ ラ イ 持' 問問 }苫

i¥. 砂骨 阿I 自主 111 薬 自Ii

" み グ〉 3や 商 l苫

" “司 さ dっ {~J 応

" アド 」ニ i萌 1;5 

寒 界 な ヵ、 屋 H百 1古
本 開I Jや ま と Jや 金 特J 1;5 

" -'、 じ ヵ、 わ 問 I苫
日 ノ出町 日 グ〉 1'1'， 1呈 R百 底

" 
zE-ez 院 オミ 同 r.li 

Jt!I. 開I EI t11 市 l苫

" V.!i 阻1 商 府

" 111 五 中 キ寸 nlj l苫

末 広町 {::'.-: ペ2 オミ 1ft 午'!JJ 底

" 本盾 ， ~ 吋一 ん 堂

基亜 I11岨尺日リ ヲ1 キナ 商 五百

~ Ili I~' ヌじ I萌 1;!i 

美 和l :可 1ト一，2 υ1 i荷 m 
融 J11T 久 4呆 証i 商 J;s 

八束中央 ;可 対U ffij 底

1'.:) 業 "'J キ'a. オノド 商 rJi 

刃工 開丁 I11 山附 フ ト ユ〆 J;!i 

チ三 和1 阿丁 本 匹! fffi Y吉

下手I 開丁 LI.J I司 商 }苫

ilもIユこ巨I:tlli 住 吉 商 rJi 

金 1m i'i1!. 訂E i碕 1苫

末 広 阿丁 I11 曲者 ス ト ア

花 石 阿 古i 同1 1古

キ車i }il 雄 剖i H百 r.!i 

減量化

身増え続

常生活の

まうこと

社会福祉協議会だより

制人名Xは団体r， 住所 脊附内脊 ヨ待問先

山 崎 ト メ 乙部町 10-ジュース 1i亙 光の旦#悶

'̂ tωii'i 水 長万部町 焼酎 l 本 " 
八~JJ世間版今金1支洞i A 

5.320 H 

金 5，320 盟ヲ3 闘

大 ~ì 啓太郎 Ui:i .fll町
5∞o 光の盟学l叫
5，0則。 小百介保有同

今金I.J;官協会 A 金
光の.lR学|凶

1'-100，∞o 盟舟 I剖
キL肱伯仲i存法，jj可fl成会 札腕 lli ，降 5，000 光の虫学l副
光の.:tl. "f: I五l十申 丘 キャベツ 55個 ~~舟 i姐

m tn 3妥 止を 小I-r:t.rli にし/ν35 光の且l学l剖
111 <1 忠 27j英町 アイスクリーム 52 " 
石 /11 千沖 f 本 開Iおまんじ由う " 
。!¥ 以 1m " 

人 金スイカ 3コ " 
本 I'H ヲ号 夫札悦 mfJl洋菓子 " 
知l /11 'す Iti瀬栂I町 {Ij'コーヒー 1 B μ 

却腕 111 ヒ デ江差町 ょうかん 1 s H 

，" 崎 ト メ乙部町 11，ジュース 2 B H 

2え /11 自f1I 首 八吉町 必菓子 1 B μ 

大 n 信正 己大成町 {Irジュース 1 B H 

川r t脅 ~， 子 H お耳:子 1 B H 

11¥ 水 In 子 lDj剖i町 おまんじゅう50コ " 
お 竹 ス ヨ熊石町 {nジュース 2 B " 
。， E長 フミエ 向 石サイダー 1 B H 

松 永 ソ ナ今 金お菓子 H 

!It il< 竹次郎 住 古 " 
H 

犬 掠 民 夫今 金古iジュース 1B H 

迷 E藤 と め八 '" すいみつ 1 B " 
金 A 制I~k 子 森 回fI {廿ジ且ース 2 s H 

マ川 僑 孝小将軍市 板のリ 8T 仰

'1、 才本 3台 リjキし幌市 せんぺい 4>1 " 
河 "' 之神 丘とうきび 171本 H 

i兵 ιIl き終 栄札帆 ili白い恋人 省Y H 

II 売タ 11 失今 金 lliジ且ース 1 B H 

H Jニ 源太郎 神 丘 i剖 21十 H 

)j~ 谷 ツ ヤ市l棚町 Ht 済 " 
阿知波 進今 金来 物 H 

札 幌市有成金 キL '見少 5，000 " 
長谷川 カ ナ ，俳 5.000 " 
厚沢部町手をつ~:<粧の全 !平i尺剖J凹I ヂ 20，000 " 
秋 ヨド 松 古北楠山町 古ff煩 H 

111 本 p、スノ H it UヲP H 

i~ IJ ヨンエ 瀬棚町 タオル30本古fi町1 " 
佐々木 日1 子北楠山町 古 ;{r 24!.'f. " 
i@ HJ 八量子 " H 22点 H 

日1!I中 ミツエ H H 10山 " 
大 日 キ エ M " 55点 " 
jiif l1l 向1 雪ド 神 丘 とう もろこし 92本 盟好凶j

大 合 啓太郎 II{{ :f11匝I
，陣 5，000 小百合保有閑
9炉 5，000 先の旦学|叫

金歩 10.000 " 今金町商ユ会婦人部 今
JI- ¥0，000 間舟凶

木 村 ヤエ子 見k "f I J< 30，000 主会嗣幽刷会

全国防犯運動

10 月 11 日 ~20 日

(!O) 



いのち一一寸
救
急
医
療
カま

守

ま
す

10月の休日当番医
平病院(北格山PIT) fi④5011 

北柏山11/]国保病院包④5321

;吉岡医院(今金町) 包②0324

平病院(北1宙山II/J) fi④5011 

今金田]国保病院合②0221

5日

10日

12日

19日

わ
た
し
た
ち
の
，
い
の
ち
'
を

救
急
医
符
で
守
る
た
め
に
、
次
の

よ
う
な
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
町
の
休
日
夜
間
急
害

セ
ン
タ
ー
や
在
宅
当
番
医
の
所
在

地
を
覚
え
電
話
番
号
を
控
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

闘
い
主
様

わ
た
し
を
ノ
ラ
猫
に

し
な
い
で
ね

26日

略々。春住民の動態令や令

8月末現在

前月対比

8，433 (-4 ) 

4，094(+2) 

4，339(-6) 

2，567 (土o) 

人

男

女

世帯数

口

C 

-E苅医:ii!Alil画1，硫酸E司恒志望民主主，j圃・1(;1おたんじようおめでとう

丘

丘

丘

回

長女)中11

長男)ネ'1'
2男)ネ'1'
2女)22

8月7日(克弘

8月9日(克彦

9月1日(紀夫

9月2日(一雄

t

代
ム
岩
山
剛
d

未

か
佐
山
弘
肘
愛

藤

崎

藤

木

安

川

斉

鈴
10月 22 日 ~10月 31 日

-子供と老人の交通事故防止

・過労、過程{ll主運転、飲酒運
転の追放

固いつまでもお Lあわせに

)
 
]
 訓"

正己(大和町)=成田忠美子(緑%山瀬

圃おくやみもう Lあげます

-=Iii司直値岨巨軍司同院百1f.1fITy=r.. lw茸窃跨週

よく観察して
早期発見を

①鏡の前に立ち、自介の乳房の大きさ、形、

くぼみの有無、乳首の位置、ただれの有無

など左右をよく見ます。このような観察を、

注意しながら両手をあげたときと下げたと

きの 2由行います。

②っさにあお向けに寝て、検査をする乳房の

反対咽'1の手で、乳房の中心カ、り周辺へ指を

そろえて静力、に軽〈圧迫しながb触れてい

きます。このとき、決してつまんではいけ

ません。つまんで感じる「しこり」は正常

な乳腺であることが多い力、勺です。

③つぎに、わきの下に深〈指先を入れ、しこ

りを探します。

④最後に、乳首から血性の介泌物が出ないか

どうヵ、を確認します。

商工団地

美 利河

商工f!1土也

御内Jjlノ

種 川

相i 川

本 11/]

38歳

58歳

14歳

86歳

87歳

58歳

62歳

8月18日

8 fIl8日

8 JH41i 

8月2713

8月30日

8月3113

9月14日

佐々木登美枝

柴閉恭 三

伊藤めぐみ

小西 7 サヲ

11二村トヨ

佐々木徳三郎

津島良

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

問
②
0
4
l
A
1
4
l

番

仁

防犯住民大会

白

色

定

市

安

予

引

適

催

時

実

聞

唱・・・

道警音楽隊によるドリル演奏を

実施します。多数参加ください。

〕2
 
1
 
〔

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


